






【要約】早産の予知・予防による極・超低出生体重児出生の防止は、周産期医学の最大の

課題である。これまでの当班の研究で、子宮頸管長、頸管内顆粒球エラスターゼの測定な

どが早産予知の目的に適う可能性のある検査法として指摘された。そこで、これらの検査

法が実際に早産の減少に結びつくか否かについて検討した結果を報告する。

  さらに、前期破水における子宮内での胎児管理と早期娩出における児の予後を検討した

結果を報告する。


